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★★★

思考力・判断力・
表現力の育成

〇「導入の工夫」は，ほとんどの教職員が取り組むことができた。実物を活
用したり，日常生活との関連性があるものを提示したりすることで，児童の
意欲・関心を引き出すことができている実態がみられる。しかし，「わがとも
に」の視点で振り返りを書かせていない教職員が約３割いることが判明し
た。

〇全国学力状況調査の結果は，目標値である＋３％を超えた児童の割合
が国語は７０％，算数は５７％，理科は５９％であった。分析の結果，　国語
では，条件を整理しながら根拠を明確にして自分の考えを形成することに
課題があった。算数では，図形に課題がみられた。理科では，条件制御に
おいて課題がみられた。

〇教職研修等で，再度「ひろっ子学びのスタンダード」を再確認する
とともに，各自が行っていることを共有する場を増やす。

〇分析結果をもとに各学年の課題と改善策を考え，２学期からの授
業づくりに生かしていく。また，研究授業を通し，ＵＤ化の授業づくり
の本質を教職員全体で考えていく。

★★

自尊感情・自己
肯定感の向上

〇７月末時点で，昨年度は欠席数３０日以上の長期欠席者が９名，今年度
は８名（新規児童１名）であった。継続している児童に対して個に応じた支
援を続けるとともに，新規の児童を増やさない取組を進める必要がある。

〇自分にはよいところがあると感じている児童が８３%で，目標の数値は達
成したものの，昨年度の下半期と比べて少し低くなった。アンケート項目自
体に肯定的に答えにくいという課題があると考えられる。児童が自分のよさ
を具体的に認知できるよう取り組む必要がある。

〇不登校（傾向）児童についての情報共有を全職員で行うことで，多
くの教職員が児童に関わり，一人ひとりに応じた効果的な関わり方
ができる機会を増やす。

〇引き続き「ポジティブ行動支援」の理論を軸に，委員会活動につい
て見直し，児童が自己有用感を感じられる活動を保障できるようにす
る。
〇児童が自分のよさに気付けるよう，アンケート項目を具体化してい
く。

★

「自分の命は自
分で守る」力の育
成

○災害時に避難する場所や避難の仕方について理解している児童は９５．
８％で，目標値を４．２％下回った。全体として「自分の命は自分で守る」意
識を高めることができた。残りの児童への対応が課題である。

○避難訓練等の行事ごとに「土砂災害対応携帯マニュアル」を繰り
返し確認させたり，児童が作成した防災標語を掲示して取組の見え
る化を図ったりする。理解をしていない残りの児童には，必ず個別の
指導を行い，理解させる。

児童と向き合う時
間の確保

〇アンケートによる意識調査から，「児童と向き合う時間が確保されてい
る」と感じている教職員の割合は，８８％であった。目標値である９０％には
届かなかったが，休憩時間に児童と遊ぶ教職員の姿も見られた。

〇ICTで授業準備や評価での活用，アンケート作成など，有効活用できて
いると感じている教職員の割合は１００％であった。

〇学年や分掌で優先順位を考え，教材準備やワークシートの印刷は
SSSに依頼したり，宿題でキュビナを活用したりして，直接児童と向き
合える時間の確保に努めていく。

〇ICT（ロイロノート）を授業に積極的に取り入れ，学年間で共有しな
がら活用できている。次年度以降も活用できるように，資料箱に保存
していく。また，キュビナのワークブックで児童のつまずきを把握し
て，今後の指導に生かしていけるようにする。

長時間勤務の削
減

〇４月から９月までの時間外勤務の平均が４５時間以内の教員の割合は，
６２％であった。定時退校日（水曜日）や退校時刻を示しているが，日々の
業務や生徒指導に係る時間が多いのが課題である。また，時間外勤務が
多い教職員に固定化が見られる。

〇定時退校日（水曜日）や退校時刻を意識しながら，学年や分掌で
業務の見通しをもち，分担して取り組んでいけるようにする。
〇短期・長期の予定を確認し，提出物の締切を早めに設定する等，
時間に余裕をもって取り組めるようにしていく。

体

確かな学力を育
成する。

知

健康の保持増進
と体力・運動能力
の向上

〇「早寝・早起き・朝ごはん・運動」の取組では，「朝ごはんを食べた児童」
の割合は９７％で目標を達成することができた。日頃から朝ごはんを食べ
る習慣が定着していると考える。

○５０m走，上体起こし，２０mシャトルランの継続的な取組を行い，今後分
析していく。

〇朝食を食べていない理由としては，起床時間が遅い，食欲がない
等が考えられるため，生活習慣を整えることの大切さや生活習慣を
整える際の工夫，簡単に食べられる朝食の紹介等を保健委員会や
給食委員会，体育委員会と連携し啓発していく。
〇いきいきチャレンジ週間中には，毎日めあてをもって継続して取り
組めるように，朝の会や給食時間に声掛けを徹底する。

○「くれチャレンジマッチ・スタジアム」の走種目を計画的に取り組ん
だり，陸上教室や体育朝会等で様々な運動に親しんだりさせる。

健やかな体を育
成する。

○普段の授業から，視覚教材や具体物を使いながら，分かりやすい
授業を展開できるように努めていく。また，スマイルタイム等で基礎基
本の定着を継続して図っていく。また，タブレット学習も継続して取り
組む。

○朝のスキルタイム（毎週金曜日）を使って，各学年にあった計算力
を付ける必要があるため繰り返し同じ問題を解くなどの指導をした
り，スキルタイム強化週間を設定し全校で取り組み，課題を分析し課
題に向けて取り組みを考える。

○今後もベルスタートの意識をもたせ続けるために，教師側の働き
かけを継続していく。

l　結果の分析
（結果と課題をこう考えます）

m　今後の改善策
（こう改善します）

豊かな心を育成
する。

規範意識の向上

○朝，自分から相手に伝わるあいさつができる児童の割合は，教職員７
６％，児童８８％が肯定的に答えた。昨年度の下半期に比べ，教職員・児
童ともに評価は少しずつ高くなったが，目標の数値には届かなかった。生
活目標等に設定されている期間は取り組めていても，その期間が終わると
減ってしまう傾向がある。また，教員のあいさつに対して返すことができな
い児童もまだいる。

〇全体的に学校や地域で落ち着いて過ごすことができている。昨年度トラ
ブルの多かった休憩時間の場所取り問題の対策として，グラウンドの使い
方の決まりを導入して軌道に乗りつつある。また，雨の日に教室で遊ぶ
グッズを揃えることで，校舎内で落ち着いた過ごし方ができるよう取りんで
いる。

○委員会活動を中心として段階的な生活指導をしている。児童がで
きたと感じられる取組を，引き続き委員会の児童主体で考えていく。
その際，教職員の評価を児童にフィードバックすることで，児童と教
職員が一緒に児童の成長を感じられるようにしていく。

○未然防止教育や早期発見解決の取組を進める。特に，未然防止
教育の視点を大切にし，非行防止や防犯に関する指導を外部講師
と連携して行ったり，他校との連携を図って指導したりする。

○国語科では５．８％，算数科では４％で今年度は国語科で学期末テスト
の通過率が４０％未満の児童がることがわかり，学力の個人差が見られ
た。特に学期末テストの通過率が４０％未満の児童の割合で国語科が多
かった。読み取りや漢字に課題が多い児童が各クラス数名いることが分
かった。

○学習規律という点で，ベルスタートができる児童の割合が昨年度は目標
値を上回ることができなかった。今年度は，９２％と達成することができた。
朝会で呼びかけたり，教員側の意識が高めたりした成果が出てきていると
考える。
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健康でやりがい
のある職場をつ
くる。
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